2008年度　生理学　後期本試験
Ⅰ

（１）炭水化物・タンパク質の消化酵素の産生部位と作用機序を各々2つずつ答えよ。

（２）HClの役割と、胃酸分泌の胃相・脳相における機序をそれぞれ述べよ。

（３）胆汁の主成分とその生理的役割、乳化と消化の違いについて述べよ。

Ⅱ

（１）糖代謝経路において以下の物質を順に並べよ。

ピルビン酸・アセチルCoA、コハク酸、クエン酸、G6P

（２）糖代謝と脂肪代謝の共通となる物質は何か。

（３）飢餓時の脂肪酸代謝、およびアシドーシスについて述べよ。（穴埋め問題）

（４）肝臓におけるアミノ酸代謝で、発生する有害物質とその解毒経路の名前を答えよ。
また、アミノ酸代謝から脱アミノ酸する過程を述べよ。

Ⅲ

筋肉の興奮収縮連関について以下の空欄を埋めよ。

①小問5問ほど。A.P、T管、Ca2+、トロポニン、筋小胞体についての記述があり、それぞれ何についての記述なのか答えさせる問題。

②記述問題　興奮収縮連関の機序について述べよ。

Ⅳ

①心臓の神経調節について述べよ。

②循環における、レニン・アンジオテンシン系の役割とは何か述べよ。

Ⅴ

①化学シナプスの伝達過程を述べよ。

②伸張反射について、筋紡錘の役割も含めて述べよ。

Ⅵ　味覚の伝導路について述べよ。

Ⅶ　島田先生範囲　穴埋め10問　詳細は忘失

Ⅷ　比留間先生の範囲　小テストのプリントそのまま
